
(1
4
4
)
藁
街
　
漢
代
、長
安
城
内
の
地
名
。
罪
人
を
斬
首
し
て
さ
ら
し
た
場
所
。

「首
を
藁
街

に
懸
く
」
は
死
罪
に
す
る
た
と
え
。

(
1
4
5

)
窺
伺
　
人
の
様
子
を
伺

っ
て
機
会
が
あ
れ
ば
何
か
事
を
試
そ
う
と
す
る

こ
と
。

(
1
4
6

)
文
引
　

官
よ
り
支
給
さ
れ
る
通
行
許

可
証
。

(
1
4
7

)
観
望
　

去
就
を
定
め
る
た
め
様
子
を
伺
う
。
形
勢
を
見
な
が
ら
ぐ
ず
ぐ

ず
し
て
い
る
。

(
1
4
8

)
■
度
　

こ
え
る
。
こ
こ
で
は
遥
度
と
同
じ
で
、
遠
い
外
国
の
こ
と
を
判

断
す
る
。

(
1
4
9

)
区
処
　

物
事
を
そ
れ
ぞ
れ
に
処
分
す
る
。
ま
た
、
あ
る
官
庁
が
そ
の
所

管
事
項
中
の
特
定

の
事
項
に
対
し
て
、
別
系
統

の
上
級
官
庁
の
指
揮
を

受
け
る
こ
と
。

(
1
5
0

)
庶
か
ら
ん
　
注

(
1
3
6

)
の
劉

の
題
の
再
度

の
引
用

の
終
り
。

(151
)
具
題
　

題
本
に
よ
り
上
奏
す
る
。
「
用
語
解
説
」
参
照
。

(
1
5
2

)
酌
議
　
適
宜
相
談
す
る
。

(
1
5
3

)
監
候
　

死
罪
で
は
あ
る
が
、許
す
べ
き
事
情
の
あ
る
者
ま
た
は
疑
義
の

あ
る
者
に
つ
い
て
、
た
だ
ち
に
執
行

せ
ず
に
監
禁
し
、
八
月

に
中
央
官

の
審
判
を
経

て
刑
を
定
め
る
処
置
。
通
常
は
減
刑
さ
れ
た
。

(
1
5
4

)
順
帯
　
順
は
順
便

(
つ
い
で
に
)
。

つ
い
で
に
連
れ
て
行
く
。

(
1
5
5

)
定
奪
　
可
否
を
決
定
す
る
。
決
裁
。

(
1
5
6

)
息
警
　

警
戒
を
と
く
こ
と
、
ま
た
は
警

(非
常
事
態
)
の
お
さ
ま
る
こ

と
か
。

(
1
5
7

)
咨

回
　
咨

文
で
回
答
す
る
こ
と
。

(
1
5
8

)
等

の
因
あ
り
　
注

(
1
0
1

)

の
兵
部
の
題
の
終
り
。

(
1
5
9

)
罰
俸
　

官
吏
の
懲
戒
処
分
の

一
つ
。
受

け
る
べ
き
俸
給
を

一
定
期
間
支

給
し
な

い
。

(
1
6
0

)
欽
遵
す
、
と
あ
り
　
注

(96
)

の
兵
部
の
咨

の
終
り
。

(161
)
本
部
　

こ
れ
は
礼
部
。

(
1
6
2

)
洪
瞻
祖
　

こ
の
時
冊
封
使
と
な
っ
た
が
、
出
発
を
き
ら

っ
た
た
め
、
翌

年
夏
子
陽

に
代
え
ら
れ
た

(『明
実
録
』
万
暦
三
十
年
九
月
戊
子
、
同

三
十
三
年
七
月
戊
寅

の
条
)
。

(
1
6
3

)
声
息
　
消
息
。

(
1
6
4

)
等
の
因
あ
り
　
注

(1
)
の
礼
部

の
題
の
終
り
。

(
1
6
5

)
馮

(
琦)
　

一
五
五
三
-

一
六
〇
二
年
。
万
暦
二
十
九
年
よ
り
三
十

一

年
ま
で
礼
部
尚
書

(『明
人
伝
記
』
六
二
三
頁
)
。

(
166)
中
山
王
　
尚
寧

は
ま
だ
冊
封
さ
れ
て
い
な

い
の
で
、
宛
名
は
「中
山
王

世
子
尚
寧
」
と
あ
る
べ
き
で
、
世
子
以
下
を
脱
文
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

1-04-05

礼
部
よ
り
国

王
尚
寧
あ

て
、
福
建
人
阮

国

・
毛
国
鼎

の
琉
球
移
籍

の
許

可
を
知
ら
せ
る
咨

(
一
六
〇
七
、

一
二
、

一
三
)

礼
部
、
旧
典
を
査
循
し
て
藩
封
を
培
う
を
懇
う
事
の
為
に
す
。

該
本
部
題
す
。
主
客
清
吏
司
の
案
呈
は
、
本
部
の
送
れ
る
礼
科

の
抄
出
を

奉
ず
る
も
の
な
り
。
琉
球
国
中
山
王
尚
寧
の
奏
称
す
る
に
、
縄
の
断
れ
た
る

は
当
に
続
ぐ
べ
く
、
国
の
虚
な
る
は
当
に
培
う
べ
し
。
琉
球
は
旧
、
朔
を
奉

ず
る
の
初
め
よ
り
、
洪
武
・永
楽
の
間
、
両

つ
な
が
ら
聖
祖

の
隆
恩
を
蒙
り
、

共
に
■
人
三
十
六
姓
の
入
国
す
る
を
賜
わ
る
。
書
を
知
る
者
は
名
を
列
し
て



大
夫

・
長
史
と
し
以
て
貢
謝

の
司
と
為
し
、
海
に
慣
れ
た
る
者
は
任
ず
る
に

通
事

・
総
管
を
以
て
し
、
以
て
指
南
の
備
え
と
為
す
。
蓋
し
才
に
因
り
て
職

を
効
し
て
累
世
承
休
す
。
謂
わ
ざ
る
も
世
久
し
く
し
て
代
更
り
人
湮
び
裔
尽

き
て
、
僅
か
に
六
姓
を
余
す
も
仍

お
侏
■
椎
髻

の
習
に
染
ま
る
。
天
朝
の
文

字

・
音
語
は
尽
く
盲
昧
を
行

い
、
外
島
海
洋
の
針
路
は
常
に
舛
迷
す
る
に
至

る
。
文
移
は
多
く
駁
問
せ
ら
る
る
に
至
り
舟
楫
は
多
く
漂
没
す
る
を
致
す
。

甚
だ
し
き
は
貢
期
欠
誤
し
儀
物
差
訛
す
る
に
至
り
て
万
里
の
螻
誠
少
し
く
君

父
に
達
す
る
を
得
ざ
る
な
り
。
是
れ
よ
り
先
、
万
暦
二
十
二
年

(
一
五
九
四
)
、

臣
、
菊
寿
等
を
差
わ
し
て
進
貢
せ
し
む
る
に
、
途
に
迷

い
て
浙
に
入
り
官
兵

の
擒
獲
し
屈
斃
す
る
を
被
る
。
邀
功
せ
る
の
余
に
審
せ
ば
卑
国
の
貢
使
に
係

わ
る
。
解
る
に
福
建
撫
臣
金
学
曾
、
■
人
阮
国
を
選
差
し
護
送
し
回
国
せ
し

む
る
を
蒙
る
。
二
十
八
年

(
一
六
〇
〇
)
臣
復
た
長
史
察
奎
を
差
わ
し
表
を

齎
し
て
請
封
せ
し
む
る
に
、
奎
、
帰
路
を
失
い
て
呈
し
て
福
建
衙
門
に
請
う

に
、
仍
お
阮
国
并
び
に
■
人
毛
国
鼎
を
遣
わ
し
て
卑
国
に
送
回
せ
し
む
。
臣
、

天
恩
を
感
戴
し
て
言
の
喩
う
可
き
無
し
。
続
い
て
人
の
天
使
を
導
接
す
る
を

乏
し
く
す
る
に
因
り
、
阮
国
を
随
差
せ
し
め
給
す
る
に
都
通
事
の
色
目
を
以

て
す
。
渡
海
、
迎
護
に
■
々

労
著
ら
か
に
し
て
、
事
竣
る
を
以
て
彼
を
し

て
本
国
の
大
夫
に
列
銜

せ
し
め
、
天
使
を
差
送
し
て
■
に
還
ら
し
む
。
毛
国

鼎
は
給
す
る
に
都
通
事
を
以
て
し
、
差
わ
し
て
王
舅
毛
鳳
儀

・
正
議
大
夫
鄭

道
と
同
に
奏
謝
を
齎
捧
せ
し
む
。
窃
か
に
惟
う
に
、
卑
国
は
海
邦
に
僻
処
す

れ
ば
、
入
貢

・
受
封
の
後
よ
り

一
切
の
輔
導

・
礼
儀
は
悉
く
原
賜
わ
る
三
十

六
姓
の
裔
に
頼
る
。
今
、
世
更
り
代
謝
し
て
遂
に
孤
国
支
え
ざ
る
に
至
る
。

一
撮
の
琉
球
重
き
を
為
す
に
足
る
無
し
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
聖
祖
の
隆
恩

・

茂
典
の
当
に
続
く
べ
き
を
猶
お
冀
う
。
理
と
し
て
合
に
懇
請
す
べ
し
。
伏
し

て
乞
う
、
勅
し
て
礼
部
に
下
し
て
洪

・
永
年
間
の
恩
例
を
査
照
し
、
再
び
三

十
六
姓
を
撥
し
て
球
に
入
る
る
を
賜
わ
り
、
仍

お
効
労
の
差
役
院
国

・
毛
国

鼎
を
将
て
各
々
色

目
に
照
見
し
、
給
す
る
に
照
身
を
以
て
し
、
其
れ
を
し
て

跟
随
し
帰
舟
を
導
引
せ
し
め
ん
こ
と
を
。
積
労
有
る
を
俟
ち
て
琉
球
の
藩
佐

に
准
照
し
、
一
体
に
陞
叙
せ
し
む
れ
ば
、
国
に
在
り
て
は
佐
理
の
需
め
有
り
、

入
貢
し
て
は
愆
危
の
患
い
無
き
に
庶
か
ら
ん
。
皇
仁
永
く
戴
き
祖
沢
疆
り
無

く
、
臣
の
子
孫
世
々
東
藩
を
守
り
余
幸
有
ら
ん
、
等
の
因
あ
り
。
部
に
到
れ

ば
司
に
送
る
。

査
得
す
る
に
、
洪
武
二
十
五
年

(
一
三
九
二
)
中
山
王
、
子
を
遣
わ
し
て

国
学
に
入
ら
し
め
、
其
の
国
往
来
朝
貢
す
る
を
以
て
、
■
人
三
十
六
姓
の
善

く
舟
を
操
る
者
を
賜
う
。
其

の
後
、
表
を
奉
る
大
夫

・
長
史

・
通
事
の
官
司

は
皆
三
十
六
姓
及
び
国
学
に
学
ぶ
者
、
之
を
為
す
。
但
だ
、
事
は
開
国
に
在

り
、
経
に
久
し
く
未
だ
挙
行
す
る
を
見
ず
。
人
は
世
々
相
伝
す
る
に
諸
姓
何

ぞ
皆
代
謝
せ
る
や
。
良
民
は
必
ず
や
行
く
を
楽
し
ま
ざ
れ
ば
、
奸
徒
或

い
は

■
入
す
る
に
至
ら
ん
。
俯
従
し
難
き
に
似
た
り
。
相
応
に
題
覆
す
べ
し
。
案

呈
し
て
部
に
到
る
。

看
得
す
る
に
、
琉
球
国
王
は
中
華
を
■
慕
し
て
職
貢
を
勤
修
し
、
華
族
を

陳
請
し
て
以
て
指
南
と
作
さ
ん
と
す
。
旧
典
は
査
す
可
く
、
応
に
俯
順
す
べ

き
に
似
た
り
。
但
だ
善
良
の
族
は
其
の
郷
を
去
る
を
重
し
と
し
、
中
国
に
強

い
て
以
て
外
夷
に
就
か
し
め
ん
と
欲
す
る
は
、
必
ず
や
民
情
の
楽
し
み
て
従



う
所
の
者
に
非
ず
。
若
し
沿
海
の
奸
民
、
投
入
す
る
を
営
謀
ら
ば
、
始
め
は

貨
売
の
利
を
貪
り
漸
く
交
搆

の
端
を
啓
か
ん
。
事
情
は
測
り
■
き
も
亦
た
或

い
は
之
有
ら
ん
。
況
ん
や
開
国
の
特
恩
に
し
て
原
子
を
遣
わ
し
て
入
学
を
為

さ
し
む
る
も
、
此
の
典
、
久
し
く
曠
し
く
し
て
安
く
ん
ぞ
此
の
例
の
続
行
す

る
を
得
ん
や
。
且

つ
天
朝
乍
か
に
遣
わ
す
も
未
だ
必
ず
し
も
俛
し
て
約
束
を

受
け
ず
、
反

っ
て
此
れ
を
以
て
該
国
の
処
分
を
累
わ
す
も
未
だ
知
る
可
か
ら

ざ
る
な
り
。
宜
し
く
相

い
安
ん
じ
て
無
事
と
す
べ
く
、
必
ず
し
も
其
の
請
に

曲
徇
せ
ざ
る
に
似
た
り
。
其
れ
効
労
の
差
役
阮
国

・
毛
国
鼎
は
、
原
本
差
を

奉
ず
る
に
、
何
ぞ
乃
ち
他
国
に
逗
■
せ
る
や
。
既
に
夷
目
に
充

つ
れ
ば
中
国

の
照
身
を
給
し
難
し
。

姑
く
国
王
の
奏
を
念
い
て
討
す
る
も
相
応
に
便
に
従

い
酌
処
す
べ
し
。
恭
し
く
命
の
下
る
を
候
ち
て
合
無

に
該
巡
撫
衙
門
并
び
に

琉
球
国
王
に
移
咨
す
べ
し
。
阮
国

・
毛
国
鼎
を
将
て
即
ち
賜
姓
に
充
て
、
其

れ
を
し
て
貢
謝
に
跟
随
し
帰
舟
を
導
引
せ
し
む
る
以
外
、
必
ず
し
も
再
び
遣

発
を
行
い
て
以
て
煩
擾
を
滋
く
せ
ず
、
等
の
因
あ
り
。

万
暦
三
十
五
年

(
一
六
〇
七
)
九
月
十
五
日
、
本
部
署
部
事
左
侍
郎
兼
翰

林
院
侍
読
学
士
楊

(道
賓
)
等
具
題
し
、
二
十
八
日
、
聖
旨
を
奉
ず
る
に
、

是
な
り
、
と
あ
り
。
此
れ
を
欽
む
。
欽
遵
し
て
為
照
す
る
に
、
三
十
六
姓
の

請
は
相
応

に
、
題
奉
せ
る
欽
依
内
の
事
理
に
照
依
し
て
、
必
ず
し
も
続
行
せ

ざ
る
べ
し
。
其
れ
阮
国

・
毛
国
鼎
は
該
国
に
発
著
し
て
朝
貢
を
導
引
す
る
の

助
に
充
て
、
其

の
原
籍
の
差
徭

は
已
経
に
福
建
巡
撫
衙
門
に
移
咨

し
て
豁
免

し
て
去
後
る
。
擬
す
る
に
合
に
行
文
し
て
知
会
す
べ
し
。
此
の
為

に
合
に
貴

国
に
咨
す
べ
し
。
煩
為
わ
く
は
本
部
の
題
奉
せ
る
欽
依

の
咨
文
内
の
事
理
を

査

照
し
、
欽
遵

し
て
施
行

せ
ん
こ
と
を
。
須
ら
く
盗

に
至

る

べ
き
者
な
り
。

右

琉
球
国
王

に
＠沓
す

万
暦

三
十
五
年

(
一
六
〇
七
)
十

二
月
十

三
日

再
対

し
て
之
を
正
す

注

*

『
明
実
録
』
万
暦
三
十
五
年
九
月
己
亥

の
条
に
、
本
文
書
に
関
連
す
る
記
事

が
あ
る
。

(1
)
査
循
　

調

べ
て
そ
の
結
果
に
従
う
。

(2
)
該
本
部
題
す
　
礼
部
の
題
は
、
「主
客
清
吏
司
の
」
よ
り
注

(40
)
ま

で
。

(3
)
奏
称
す
る
に
　
琉
球
国
王
の
奏
は

「
縄
の
」
か
ら
注

(30
)
ま
で
。

(4
)
■
人
三
十
六
姓
　
十

四
～
十
五
世
紀
、
進
貢

の
初
期
、
沖
縄

に
移
住
し

た
中
国
人
の
総
称
。
そ
の
渡
来

に
つ
い
て
は

『東
恩
納
寛
惇
全
集
』
巻

二
「三
十
六
姓
移
民
の
渡
来
」
を
は
じ
め
と
し
多
く
の
研
究
が
あ
る
が
、

史
料
と
研
究
史
を
整
理
し
て
あ
る
最
近
の
論
文
と
し
て
、
田
名
真
之
「古

琉
球
の
久
米
村
」

(『新
琉
球
史
-
古
琉
球
編
-
』
一
九
九

一
年
)
を
参

照
。

(5
)
総
管
　
進
貢
船
の
船
員
役
名
。
貢
船
に
奉
安
さ
れ
て
い
る
天
妃
を
ま

つ

り
、
あ
わ
せ
て
船
員

の
仕
事
、
水
梢
を
総
理
す
る
役
。

(6
)
承
休
　
喜
び
、
吉
事
を
承
け
る
。

(7
)
六
姓
　
夏
子
陽
・王
士
楨
撰

『使
琉
球
録
』
下
に

「今
諸
姓
凋
謝
、
僅

存
蔡

・
鄭

・
林

・
程

・
梁

・
金
六
家
」
と
あ
る
。

(8
)
侏
■
　
侏

離

に
同
じ
。
西
戎
の
音
楽
。
転
じ
て
夷

の
言
語
を
い
う
。

(9
)
椎
髻
　
髷

の

一
種
。
南
越
の
俗

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
異
国
風
の
習
俗

の



意
。

(10
)
舛
迷
　

ま
ち
が

っ
て
迷
う
。

(11
)
文
移
　

公
文
書
。

(12
)
駁
問
　
反
駁
さ
れ
問
わ
れ
る
。

(13
)
差
訛
　

あ
や
ま
り
。

(14
)
螻
誠
　
螻

は
、
け
ら

(虫

の
名
)
。
小

さ
な
誠

の
意
。

(15
)
邀
功
　

勲
功
を
も
と
め
る
。

(16
)
金
学
曾
　

万
暦

二
十
三
年

か
ら
二
十

八
年
ま
で
福
建
巡
撫
。

(17
)
阮

国
　

一
五
六
六
-

一
六
四
〇
年
。
も
と
■
州
府
竜
溪

県
の
人
。
久
米

村
阮

氏
の
始
祖

(『家
譜

(二
)』

一
五
二
-

三
及
び

一
五
五
頁
)。

(18
)
帰
路
を
失

い
て
…
　

こ
の
事
件
は

『
明
実
録
』
万
暦
二
十
九
年
十

一
月

己
酉
の
記
事

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

(19
)
毛
国
鼎
　

一
五
七

一
‐

一
六
四
三
年

。
も
と
■
州
府
竜
溪

県
の
人
。
久

米
村
毛
氏
の
始
祖
。
の
ち
正
議
大
夫

と
な
る

(『家
譜

(
二
)』
七
〇
八

頁
、
『大
百
科
』
)。

(20
)
色
目
　

こ
こ
で
は
職
目

の
意
。

(21
)
列
銜
　
銜

は
待
遇
。
位
に
つ
ら
ね
る
の
意
。

(22
)

一
撮
　

ひ
と
つ
ま
み
。

(23
)
洪
・永
年
間
の
恩
例
　

い
わ
ゆ
る
三
十
六
姓

の
下
賜
に
つ
い
て
、
沖
縄

側

の
史
料
は

『世
鑑
』
の
記
述
を
受
け

て
洪
武
二
十
五
年

(
一
三
九
二
)

と
す
る
が
、
根
拠
は
明
ら
か
で
な
く
、
一
方
中
国
側
の
史
料

の
記
述
も

さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
洪
・永

(年
間
)

と
い
う
表
現
は
、
謝
杰

、
ま
た

夏
子
陽
の
使
録
に
み
え
る
。
注

(4
)、
田
名
論
文
参
照
。

(24
)
効
労
　

労
を
効
す
、
す
な
わ
ち
苦
労

を
か
け
る
。

(25
)
照
身
　

身
分
の
証
明
書
か
。

(26
)
藩
佐
　

琉
球
の
佐
臣
の
叙
階

の
こ
と
か
。

(27
)

一
体
　

同
様
に
。

(28
)
佐
理
　
助
け
お
さ
め
る
、
補
佐
す
る
。

(29
)
愆
危
　
あ
や
ま

っ
て
危
う
く
す
る
。

(30
)
等
の
因
あ
り
　
注

(3
)
の
国
王
の
奏
の
終
り
。

(31
)
国
学
　
国
子
監
の
こ
と
。
文
化
教
育

の
こ
と
を
掌
る
最
高
学
府

で
、
挙

人

・
貢
生

・
官
生

・
外
国
生
等
に
、
経
書

・
史
書
な
ど
を
教
え
た

(『明

史
』
巻
七
三
、
『万
暦
会
典
』
巻
二
二
〇
)。
は
じ
め
琉
球
か
ら
の
官
生

は
国
王
及
び
陪
臣
の
子
弟
で
あ
っ

た
が
、尚
真

の
こ
ろ
か
ら
は
久
米
村

の
子
弟

の
み
が
派
遣
さ
れ
た
。詳
し
く
は
潘
相
撰

『琉
球
入
学
見
聞
録
』

(乾
隆

二
十
九
年
刊
)
を
参
照
。

(32
)
■

入

た
ぶ
ら
か
し
て
入
る
。

(33
)
華
族
　
中
華
の
民
。

(34
)
重
し
　
困
難
と
感
ず
る
。

(35
)
交
搆
　

互

い
に
ひ
き
あ
う
。

(36
)
且

つ
…
　
以
下
は

「中
国
が
思

い
き

っ
て

(中
華
の
民
を
)
遣
わ
す
こ

と
に
し
て
も
、
彼
ら
は
統
制
に
服
す
と
は
か
ぎ
ら
な

い
。
か
え

っ
て
琉

球
を
わ
ず
ら
わ
す
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
互
い
の
間

に
い
ざ
こ

ざ
が
な
く
、
問
題
が
な

い
の
が
よ
く
、
琉
球
の
請
に
情
実
に
よ
っ

て
と

ら
わ
れ
な

い
の
が
よ
い
」
と

い
う
ほ
ど
の
意
味
。

(37
)
本
差
　

本
は
上
級
の
自
称

で
、
中
国
側
の
使

い
、
の
意
。

(38
)
姑
く
…
念

い
て
　
姑
念
は
、
…
に
免
じ
て
、
の
意
。

(39
)
討
　
検
討
す
る
。

(40
)
等
の
因
あ
り
　
注

(2
)
の
礼
部
の
題

の
終
り
。

(41
)
本
部
署
部
事
左
侍
郎
兼
翰
林
院
侍
読
学
士
　
本
部
は
礼
部
。
侍
郎
は
六



部
の
次
官
で
、
左
右
各

一
員
を
置
く
。
署
部
事

(署
事
、
署
理
)
と
は
、

本
来
は
本
任
の
官
が
死
亡

・
免
官

・
出
張
等
の
事
由
で
職

に
つ
い
て
い

な

い
と
き
、
他
の
者

に
代
理
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
『明
史
』
七
卿

表
、
に
よ
れ
ば
、
尚
書
を
任
ぜ
ず
、
署
部
事
侍
郎
を
も

っ
て
代
行
す
る

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。

(42
)
楊

(道
賓
)
 
万
暦
三
十
五
年
六
月

か
ら
三
十
七
年
二
月
ま
で
、
署
部

事
侍
郎
に
在
任
。

1-04‐06

礼
部
よ
り
琉
球
国
あ
て
、
請
封

に
対

し
、
奏
請

の
表
文

・
通
国

の
印
結

を
求

め
る
咨

(
一
六
二
三
、
三
、
六
)

礼
部
、
藩
を
嗣
ぎ
て
執
政
し
、
勅
諭
を
奉
じ
て
戒
信
す
る
こ
と
十
年
に
し

て
貢
職
を
復
修
し
て
以
て
忠
款
を
効
す
事

の
為
に
す
。

儀
制
清
吏
司
の
案
呈
は
、
本
部
の
送
れ
る
を
奉
ず
る
も
の
な
り
。
琉
球
国

中
山
王
世
子
の
咨
を
准
く
る
に
称
す
ら
く
、
万
暦
四
十
八
年

(
一
六
二
〇
)

九
月
十
九
日
、
痛
ま
し
く
も
我
が
父
王
先
君
、
群
臣
を
棄
て
て
以
て
長
逝
し
、

孤
子
を
捐

て
て
帰
ら
ず
。
憫

れ
な
る
予
小
子
は
家
の
不
造
な
る
に
遭

い
、
■

■
と
し
て
疚
に
在
り
、
其
の
泣
を
啜
る
。
尚
お
何
を
か
云
わ
ん
や
。
国
僉
の

言
に
拠
る
に
、
海
圉

の
維
藩
は

一
日
と
し
て
君
無
か
る
可
か
ら
ず
、
黎
民

の

元
首
は
崇
朝
と
し
て
位
を
虚
し
く
す
る
を
得
難
し
。
聊
か
縄
ぎ

て
嗣
に
就
き
、

権
に
執
政
と
為
る
も
、
確
と
し
て
侯
度

に
遵

い
、
未
だ
敢
え
て
王
と
称
せ
ず
。

昔
乱
、
初
め
て
安
ん
ず
る
の
際
に
当
り
、
殊
異
と
し
て
維
を
張
り
、
先
君
の

顧
命
の
厳
を
懐

い
、
敬
ん
で
修
貢
に
勤
む
。
言
は
常

に
耳
に
在
り
、
忠
は
豈

に
心
に
忘
れ
ん
や
。

査
循
し
案
照
す
る
に
、
万
暦
四
十
年
に
勅
諭
を
奉
ず
。
念
う
に
爾
の
国
、

土
地
は
貧
狭
に
し
て
、
又
新
た
に
残
破
を
経
れ
ば
、
歳
事
愆

つ
と
雖
も
亦
た

爾
の
責
な
ら
ず
。
爾
、
宜
し
く
人
民
を
拊
で
綏
ん
じ
、
封
圉
を
慎
し
み
固
め

て
以
て
自
完
の
計
を
為
し
、
十
年

の
後
、
物
力
の
充
ち
羨
る
る
を
候
ち
て
再

た
修
貢
を
行
う
べ
し
、
等
の
因
あ
り
。
此
れ
を
欽
み
、
欽
遵
す
。
粤
に
、
践

祚
の
辰
よ
り
懽
び
て
恩
覆

の
下
に
逢

い
、
能
く
■
■

然
と
し
て
感
激
す
る
無

き
を
得
ん
や
。
緬
か
に
想
う
に
疇
曩

の
初
め
官
を
差
わ
し
、
次

い
で
再
た
叩

関
せ
る
は
、
是
れ
知
る
無
く
し
て
詔
命
に
方
衡
す
る
に
非
ず
。
正
だ
是
れ
涸

魚
の
沫
に
濡
る
る
を
期
い
、
窮
鳥
の
叢
に
傍

い
投
ず
る
の
み
。
乞
う
、
妄
動

せ
る
を
原
さ
ん
こ
と
を
。
誠
に
哀
矜
す
可
し
。
茲
に
十
年
の
■

つ
る
に
臨
み
、

合
に
九
天
の
■
を
叩
き
、
是
を
用
て
恭
し
く
歳
貢
を
修
め
て
来
賓
す
べ
し
。

故
よ
り
我
が
朝
廷
は
信
を
立

つ
れ
ば
移
ら
ず
、
必
ず
や
却
拒
の
憂
無
き
を
知

る
も
、
但
だ
慮
る
に
、
該
国
は
当
時
に
備
う
る
を
失
す
れ
ば
、
罪
は
掩
襲
し

難
し
。
今
已
に
自
ら
恢
振
を
完
う
し
て
貢
献
を
復
修
す
る
に
、
未
だ
功
過
の

相
い
準
し
き
を
得
る
や
否
や
を
審
ら
か
に
せ
ざ
る
な
り
。
此
れ
に
執
し
て
危

疑
し
、
逡
巡
し
畏
縮
す
る
の
患
無
き
こ
と
能
わ
ず
。
然
れ
ど
も
人
臣
の
君
に

事
う
る
や
、
或
い
は
寛
さ
れ
或
い
は
罪
せ
ら
る
る
も
、
義
と
し
て
当
に
致
身

し
て
勇
み
往
く
べ
し
。
属
国
の
進
貢
す
る
や
、
是
れ
却
け
ら
れ
是
れ
納
れ
ら

る
る
も
、
職
と
し
て
当
に
信
を
奉
じ
て
斯
ち
行
う
べ
し
。
此
の
為
に
、
敬
ん

で
硫
黄

一
万
斤

・
馬
四
匹
等
の
方
物
を
備
え
、
造
舟
し
載
運
し
官
を
遣
わ
し


